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【発明の概要】

ウレタンフォーム等の中空材料、中空シート、中空カプセルなどと
いった中空部材の製造方法は数多くあるが、高圧下での気体溶解
プロセスが必要であり、多くのエネルギーを必要とすることが課題
となっていた。
本発明により、製造プロセスから、高圧で気体を溶解、発泡させる
プロセスをなくし、代わりに低圧状態で溶媒中に多数の気泡（気泡
径１～１０μｍ）を含む『発泡溶液』を作成し、溶媒を蒸散させつつ
成型を施すことで、大きくプロセス効率を向上させることが可能に
なる。

低コスト化

発泡溶液：溶媒中に多数の気泡
（気泡径１～１０μｍ）を含む溶液。
溶液状態を保つことができるので、
より高い形成性が期待できます。
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特願２０１４－１８５３２１省エネ

軽量かつ剛性があり、熱特性、電気特
性、音響特性、光学特性などの特性が
知られており、高機能・高性能の衝撃
緩衝材、断熱材、絶縁材、遮音材、光
反射材などへ応用展開が期待できる。

製造方法

新材料

発泡溶液がもつ２つの用途

発泡溶液

①マイクロセルラープラスチック

②中空マイクロカプセル

水中に分散 気泡成長 乾燥すると
中空カプセルに！

成型自在なマイクロ
セルラープラスチック

気泡の表面にシェルが形成されるため、
直径１０μm程の均一な球体カプセルが

できる。シェル材にポリ乳酸やゴム系
材料を用いた実施例があり、カプセル
内に物質を封入することも可能である。
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